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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月20日(2008.6.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　癌を処置または予防するための、抗ＣＤ２０抗体と共に使用するため
の医薬であって、該医薬は、ＣＤ２０の発現を上方制御する能力を有する免疫刺激性核酸
を含有する、医薬。
　　【請求項２】　請求項１に記載の医薬であって、ここで、前記免疫刺激性核酸が、非
メチル化ＣｐＧモチーフを有する免疫刺激性ＣｐＧ核酸である、医薬。
　　【請求項３】　請求項１に記載の医薬であって、ここで、前記核酸が、免疫刺激性Ｔ
－リッチ核酸または免疫刺激性ポリ－Ｇ核酸である、医薬。
　　【請求項４】　請求項１に記載の医薬であって、ここで、前記核酸が、単離されてお
り、そして、該核酸が、細菌性ＤＮＡまたは真核生物性ＤＮＡである、医薬。
　　【請求項５】　請求項１に記載の医薬であって、ここで、前記癌が、低レベルのＣＤ
２０発現に関連したＢ細胞リンパ腫である、医薬。
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　　【請求項６】　請求項５に記載の医薬であって、ここで、前記Ｂ細胞リンパ腫が、Ｂ
細胞慢性リンパ性白血病（Ｂ－ＣＬＬ）または辺縁層リンパ腫である、医薬。
　　【請求項７】　請求項１に記載の医薬であって、ここで、前記抗ＣＤ２０抗体が、Ｃ
２Ｂ８またはリツキシマブである、医薬。
　　【請求項８】　請求項１に記載の医薬であって、ここで、前記核酸が、ストリンジェ
ントな条件下でゲノムＤＮＡまたはゲノムＲＮＡとハイブリダイズしない、医薬。
　　【請求項９】　請求項１に記載の医薬であって、ここで、前記核酸が合成品であり、
そして、該核酸が、修飾されていない骨格または修飾された骨格を有する、医薬。
　　【請求項１０】　請求項９に記載の医薬であって、ここで、前記修飾された骨格が、
リン酸骨格修飾またはペプチド修飾されたオリゴヌクレオチド骨格である、医薬。
　　【請求項１１】　請求項１に記載の医薬であって、ここで、前記核酸が、８～４０ヌ
クレオチド長である、医薬。
　　【請求項１２】　請求項１に記載の医薬であって、ここで、前記核酸および前記抗Ｃ
Ｄ２０抗体が、一緒に投与されるか、または別々に投与される、医薬。
　　【請求項１３】　リンパ腫の診断を補助するための方法であって、該方法は、以下：
単離されたＢ細胞が免疫刺激性核酸と接触した場合の、該単離されたＢ細胞の細胞表面マ
ーカーにおける変化を同定する工程であって、ここで、該単離されたＢ細胞が、リンパ腫
に由来するものであり、かつ、該単離されたＢ細胞上に誘導された該細胞表面マーカーが
、該リンパ腫の型の指標である、工程、
を包含する、方法。
　　【請求項１４】　リンパ腫を処置するための医薬であって、該医薬は、請求項１３に
記載の方法によって同定されたＢ細胞表面マーカーに特異的な抗体と共に使用するための
免疫刺激性核酸を含有する、医薬。
　　【請求項１５】　癌を処置または予防するための、抗ＣＤ２２抗体または抗ＣＤ１９
抗体と共に使用するための医薬であって、該医薬は、ＣＤ２２表面抗原またはＣＤ１９表
面抗原を上方制御する能力を有する免疫刺激性核酸を含有する、医薬。
　　【請求項１６】　請求項１５に記載の医薬であって、ここで、前記免疫刺激性核酸が
、非メチル化ＣｐＧモチーフを有する免疫刺激性ＣｐＧ核酸である、医薬。
　　【請求項１７】　請求項１５に記載の医薬であって、ここで、前記核酸が、免疫刺激
性Ｔ－リッチ核酸または免疫刺激性ポリ－Ｇ核酸である、医薬。
　　【請求項１８】　請求項１５に記載の医薬であって、ここで、前記核酸が、単離され
ており、そして、該核酸が、細菌性ＤＮＡまたは真核生物性ＤＮＡである、医薬。
　　【請求項１９】　請求項１５に記載の医薬であって、ここで、前記抗ＣＤ２２抗体が
、ヒトＩｇＧ１抗体またはマウスＩｇＧ２ａ抗体である、医薬。
　　【請求項２０】　請求項１５に記載の医薬であって、ここで、前記抗ＣＤ１９抗体が
、ヒトＩｇＧ１抗体またはマウスＩｇＧ２ａ抗体である、医薬。
　　【請求項２１】　表面抗原に特異的な抗体と共に使用するための医薬であって、該表
面抗原は、発現されないか、またはリンパ腫から単離されたＢ細胞の表面上で、リンパ腫
から単離されていないコントロールＢ細胞の表面よりも低量で発現され、該医薬は、該リ
ンパ腫Ｂ細胞表面上の該表面抗原の発現を上方制御する能力を有する免疫刺激性核酸を含
有する、医薬。
　　【請求項２２】　リンパ腫を処置または予防するための、抗ＣＤ２０抗体、抗ＣＤ２
２抗体、抗ＣＤ１９抗体または抗ＣＤ４０抗体と共に使用するための医薬であって、該医
薬は、ＣＤ２０表面抗原、ＣＤ２２表面抗原、ＣＤ１９表面抗原またはＣＤ４０表面抗原
を上方制御する能力を有する免疫刺激性核酸を含有する、医薬。
　　【請求項２３】　請求項２１に記載の医薬であって、ここで、前記リンパ腫が、Ｂ－
ＣＬＬまたは辺縁層リンパ腫である、医薬。
　　【請求項２４】　請求項２１に記載の医薬であって、ここで、前記抗体が、ヒトＩｇ
Ｇ１抗体またはマウスＩｇＧ２ａ抗体である、医薬。
　　【請求項２５】　リンパ腫の表面抗原に特異的な抗体と共に使用するための医薬であ
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って、該リンパ腫が該特異的な抗体を用いる処置に耐性であり、そして、該医薬は、該リ
ンパ腫が耐性である該抗体に特異的な該表面抗原の発現を上方制御する能力を有する免疫
刺激性核酸を含有し、それによって、抗体療法に耐性の該リンパ腫を処置する、医薬。
　　【請求項２６】　請求項２５に記載の医薬であって、ここで、前記表面抗原が、ＣＤ
２０である、医薬。
　　【請求項２７】　請求項２６に記載の医薬であって、ここで、前記抗体が、リツキシ
マブである、医薬。
　　【請求項２８】　請求項２５に記載の医薬であって、ここで、前記表面抗原が、ＣＤ
４０、ＣＤ２２またはＣＤ１９である、医薬。
　　【請求項２９】　請求項２５に記載の医薬であって、ここで、前記抗体が、ヒトＩｇ
Ｇ１抗体またはマウスＩｇＧ２ａ抗体である、医薬。
　　【請求項３０】　化学療法剤または癌ワクチンと共に使用するための、請求項２５に
記載の医薬。
　　【請求項３１】　請求項３０に記載の医薬であって、ここで、前記化学療法剤が、以
下：
メトトレキサート、ビンクリスチン、アドリアマイシン、シスプラチン、クロロエチルニ
トロソウレアを含有する非糖質、５－フルオロウラシル、マイトマイシンＣ、ブレオマイ
シン、ドキソルビシン、ダカルバジン、タキソール、フラジリン、メラニンＧＬＡ、バル
ルビシン、カルマスタチンおよびポリフェルポサン、ＭＭＩ２７０、ＢＡＹ１２－９５６
６、ＲＡＳファメシルトランスフェラーゼインヒビター、ファメシルトランスフェラーゼ
インヒビター、ＭＭＰ、ＭＴＡ／ＬＹ２３１５１４、ＬＹ２６４６１８／ロメテキソール
、グラモレック、ＣＩ－９９４、ＴＮＰ－４７０、ハイカムチン／トポテカン、ＰＫＣ４
１２、バルスポダール／ＰＳＣ８３３、ノバントロン／ミトザントロン、メタレット／ス
ラミン、バチマスタット、Ｅ７０７０、ＢＣＨ－４５５６、ＣＳ－６８２、９－ＡＣ、Ａ
Ｇ３３４０、ＡＧ３４３３、インセル／ＶＸ－７１０、ＶＸ－８５３、ＺＤ０１０１、Ｉ
ＳＩ６４１、ＯＤＮ６９８、ＴＡ２５１６／マルミスタット、ＢＢ２５１６／マルミスタ
ット、ＣＤＰ８４５、Ｄ２１６３、ＰＤ１８３８０５、ＤＸ８９５１ｆ、レモナルＤＰ２
２０２、ＦＫ３１７、ピシバニール／ＯＫ－４３２、ＡＤ３２／バルルビシン、メタスト
ロン／ストロンチウム誘導体、テモダール／テモゾロミド、エバセット／リポソームのド
キソルビシン、ユウタキサン／パクリタキセル、タキソール／パクリタキセル、キセロー
ド／カペシタビン、フルツロン／ドキシフルリジン、シクロパクス／経口パクリタキセル
、経口タキソイド、ＳＰＵ－０７７／シスプラチン、ＨＭＲ１２７５／フラボピリドール
、ＣＰ－３５８（７７４）／ＥＧＦＲ、ＣＰ－６０９（７５４）／ＲＡＳオンコジーンイ
ンヒビター、ＢＭＳ－１８２７５１／経口白金、ＵＦＴ（テガフル／ウラシル）、エルガ
ミソル／レバミソール、エニルウラシル／７７６Ｃ８５／５ＦＵエンハンサー、カンプト
／レバミソール、カンプトサル／イリノテカン、ツモデクス／ラリトレキセド、ロイスタ
チン／クラドリビン、パキセクス／パクリタキセル、ドキシル／リポソームのドキソルビ
シン、カエリクス／リポソームのドキソルビシン、フルダラ／フルダラビン、ファーマル
ビシン／エピルビシン、ＤｅｐｏＣｙｔ、ＺＤ１８３９、ＬＵ７９５５３／ビス－ナフタ
ルイミド、ＬＵ１０３７９３／ドラスタイン、カエチクス／リポソームのドキソルビシン
、ジェムザール／ゲムシタビン、ＺＤ０４７３／アノームド、ＹＭ１１６、ヨウ素種、Ｃ
ＤＫ４およびＣＤＫ２インヒビター、ＰＡＲＰインヒビター、Ｄ４８０９／デキシフォス
ファミド、イフェス／メスネクス／イフォサミド、ブモン／テニポシド、パラプラチン／
カルボプラチン、プランチノール／シスプラチン、ベペシド／エトポシド、ＺＤ９３３１
、タキソテレ／ドセタキセル、グアニンアラビノシドのプロドラッグ、タキサンアナログ
、ニトロソウレア、アルキル化剤（例えば、メルファランおよびシクロホスファミド）、
アミノグルテチミド、アスパラギナーゼ、ブスルファン、カルボプラチン、クロラムブシ
ル、シタラビンＨＣｌ、ダクチノマイシン、ダウノルビシンＨＣｌ、リン酸エストラムス
チンナトリウム、エトポシド（ＶＰ１６－２１３）、フロキシウリジン、フルオロウラシ
ル（５－ＦＵ）、フルタミド、ヒドロキシウレア（ヒドロキシカルバミド）イフォサミド
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、インターフェロンα－２ａ、インターフェロンα－２ｂ、酢酸ロイプロリド（ＬＨＲＨ
－放出因子アナログ）、ロムスチン（ＣＣＮＵ）、メクロレタミンＨＣｌ（ナイトロジェ
ンマスタード）、メルカプトプリン、メスナ、ミトタン（ｏｐ’－ＤＤＤ）、ミトキザン
トロンＨＣｌ、オクトレオチド、プリカマイシン、プロカルバジンＨＣｌ、ストレプトゾ
シン、クエン酸タモキシフェン、チオグアニン、チオテパ、硫酸ビンブラスチン、アムサ
クリン（ｍ－ＡＭＳＡ）、アザシチジン、エリスロポエチン、ヘキサメチルメラミン（Ｈ
ＭＭ）、インターロイキン２、ミトグアゾン（メチル－ＧＡＧ；メチルグリコキサールビ
ス－グアニルヒドラゾン；ＭＧＢＧ）、ペントスタチン（２’デオキシコフォルマイシン
）、セムスチン（メチルＣＣＮＵ）、テニポシド（ＶＭ－２６）、ＧＭ－ＣＳＦ、ならび
に硫酸ビンデシン、
からなる群より選択される、医薬。
　　【請求項３２】　請求項３０に記載の医薬であって、ここで、前記癌ワクチンが、以
下：
ＥＧＦ、抗イディオタイプの癌ワクチン、Ｇｐ７５抗原、ＧＭＫ黒色腫ワクチン、ＭＧＶ
ガングリオシド結合体ワクチン、Ｈｅｒ２／ｎｅｕ、オバレックス、Ｍ－Ｖａｘ、Ｏ－Ｖ
ａｘ、Ｌ－Ｖａｘ、ＳＴｎ－ＫＨＬセラトープ、ＢＬＰ２５（ＭＵＣ－１）、リポソーム
のイディオタイプのワクチン、メラシン、ペプチド抗原ワクチン、毒素／抗原ワクチン、
ＭＶＡベースのワクチン、ＰＡＣＩＳ、ＢＣＧワクチン、ＴＡ－ＨＰＶ、ＴＡ－ＣＩＮ、
ＤＩＳＣ－ウイルスおよびＩｍｍｕＣｙｓｔ／ＴｈｅｒａＣｙｓ、
からなる群より選択される、医薬。
　　【請求項３３】　癌を処置または予防するための、癌細胞の細胞表面抗原に結合する
ＩｇＧ１のアイソタイプの抗体と共に使用するための医薬であって、該医薬は、該細胞表
面抗原の発現を上方制御する能力を有する免疫刺激性核酸を含有する、医薬。
　　【請求項３４】　請求項３３に記載の医薬であって、ここで、前記核酸が、非メチル
化ＣｐＧモチーフを有する免疫刺激性ＣｐＧ核酸である、医薬。
　　【請求項３５】　請求項３３に記載の医薬であって、ここで、前記核酸が、免疫刺激
性Ｔ－リッチ核酸または免疫刺激性ポリ－Ｇ核酸である、医薬。
　　【請求項３６】　請求項３３に記載の医薬であって、ここで、前記核酸が、単離され
ており、そして、該核酸が、細菌性ＤＮＡまたは真核生物性ＤＮＡである、医薬。
　　【請求項３７】　請求項３３に記載の医薬であって、ここで、前記核酸が、合成品で
あり、そして、修飾された骨格を有する、医薬。
　　【請求項３８】　請求項３７に記載の医薬であって、ここで、前記修飾された骨格が
、リン酸骨格修飾またはペプチド修飾されたオリゴヌクレオチド骨格である、医薬。
　　【請求項３９】　請求項３３に記載の医薬であって、ここで、前記核酸が、８～４０
ヌクレオチド長である、医薬。
　　【請求項４０】　請求項３３に記載の医薬であって、ここで、前記核酸および前記抗
体が、一緒に投与されるか、または別々に投与される、医薬。
　　【請求項４１】　化学療法剤および癌ワクチンと共に使用するための、請求項３３に
記載の医薬。
　　【請求項４２】　請求項４１に記載の医薬であって、ここで、前記化学療法剤が、以
下：
メトトレキサート、ビンクリスチン、アドリアマイシン、シスプラチン、クロロエチルニ
トロソウレアを含有する非糖質、５－フルオロウラシル、マイトマイシンＣ、ブレオマイ
シン、ドキソルビシン、ダカルバジン、タキソール、フラジリン、メラニンＧＬＡ、バル
ルビシン、カルマスタチンおよびポリフェルポサン、ＭＭＩ２７０、ＢＡＹ１２－９５６
６、ＲＡＳファメシルトランスフェラーゼインヒビター、ファメシルトランスフェラーゼ
インヒビター、ＭＭＰ、ＭＴＡ／ＬＹ２３１５１４、ＬＹ２６４６１８／ロメテキソール
、グラモレック、ＣＩ－９９４、ＴＮＰ－４７０、ハイカムチン／トポテカン、ＰＫＣ４
１２、バルスポダール／ＰＳＣ８３３、ノバントロン／ミトザントロン、メタレット／ス
ラミン、バチマスタット、Ｅ７０７０、ＢＣＨ－４５５６、ＣＳ－６８２、９－ＡＣ、Ａ
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Ｇ３３４０、ＡＧ３４３３、インセル／ＶＸ－７１０、ＶＸ－８５３、ＺＤ０１０１、Ｉ
ＳＩ６４１、ＯＤＮ６９８、ＴＡ２５１６／マルミスタット、ＢＢ２５１６／マルミスタ
ット、ＣＤＰ８４５、Ｄ２１６３、ＰＤ１８３８０５、ＤＸ８９５１ｆ、レモナルＤＰ２
２０２、ＦＫ３１７、ピシバニール／ＯＫ－４３２、ＡＤ３２／バルルビシン、メタスト
ロン／ストロンチウム誘導体、テモダール／テモゾロミド、エバセット／リポソームのド
キソルビシン、ユウタキサン／パクリタキセル、タキソール／パクリタキセル、キセロー
ド／カペシタビン、フルツロン／ドキシフルリジン、シクロパクス／経口パクリタキセル
、経口タキソイド、ＳＰＵ－０７７／シスプラチン、ＨＭＲ１２７５／フラボピリドール
、ＣＰ－３５８（７７４）／ＥＧＦＲ、ＣＰ－６０９（７５４）／ＲＡＳオンコジーンイ
ンヒビター、ＢＭＳ－１８２７５１／経口白金、ＵＦＴ（テガフル／ウラシル）、エルガ
ミソル／レバミソール、エニルウラシル／７７６Ｃ８５／５ＦＵエンハンサー、カンプト
／レバミソール、カンプトサル／イリノテカン、ツモデクス／ラリトレキセド、ロイスタ
チン／クラドリビン、パキセクス／パクリタキセル、ドキシル／リポソームのドキソルビ
シン、カエリクス／リポソームのドキソルビシン、フルダラ／フルダラビン、ファーマル
ビシン／エピルビシン、ＤｅｐｏＣｙｔ、ＺＤ１８３９、ＬＵ７９５５３／ビス－ナフタ
ルイミド、ＬＵ１０３７９３／ドラスタイン、カエチクス／リポソームのドキソルビシン
、ジェムザール／ゲムシタビン、ＺＤ０４７３／アノームド、ＹＭ１１６、ヨウ素種、Ｃ
ＤＫ４およびＣＤＫ２インヒビター、ＰＡＲＰインヒビター、Ｄ４８０９／デキシフォス
ファミド、イフェス／メスネクス／イフォサミド、ブモン／テニポシド、パラプラチン／
カルボプラチン、プランチノール／シスプラチン、ベペシド／エトポシド、ＺＤ９３３１
、タキソテレ／ドセタキセル、グアニンアラビノシドのプロドラッグ、タキサンアナログ
、ニトロソウレア、アルキル化剤（例えば、メルファランおよびシクロホスファミド）、
アミノグルテチミド、アスパラギナーゼ、ブスルファン、カルボプラチン、クロラムブシ
ル、シタラビンＨＣｌ、ダクチノマイシン、ダウノルビシンＨＣｌ、リン酸エストラムス
チンナトリウム、エトポシド（ＶＰ１６－２１３）、フロキシウリジン、フルオロウラシ
ル（５－ＦＵ）、フルタミド、ヒドロキシウレア（ヒドロキシカルバミド）イフォサミド
、インターフェロンα－２ａ、インターフェロンα－２ｂ、酢酸ロイプロリド（ＬＨＲＨ
－放出因子アナログ）、ロムスチン（ＣＣＮＵ）、メクロレタミンＨＣｌ（ナイトロジェ
ンマスタード）、メルカプトプリン、メスナ、ミトタン（ｏｐ’－ＤＤＤ）、ミトキザン
トロンＨＣｌ、オクトレオチド、プリカマイシン、プロカルバジンＨＣｌ、ストレプトゾ
シン、クエン酸タモキシフェン、チオグアニン、チオテパ、硫酸ビンブラスチン、アムサ
クリン（ｍ－ＡＭＳＡ）、アザシチジン、エリスロポエチン、ヘキサメチルメラミン（Ｈ
ＭＭ）、インターロイキン２、ミトグアゾン（メチル－ＧＡＧ；メチルグリコキサールビ
ス－グアニルヒドラゾン；ＭＧＢＧ）、ペントスタチン（２’デオキシコフォルマイシン
）、セムスチン（メチルＣＣＮＵ）、テニポシド（ＶＭ－２６）、ＧＭ－ＣＳＦ、ならび
に硫酸ビンデシン、
からなる群より選択される、医薬。
　　【請求項４３】　請求項４１に記載の医薬であって、ここで、前記癌ワクチンが、以
下：
ＥＧＦ、抗イディオタイプの癌ワクチン、Ｇｐ７５抗原、ＧＭＫ黒色腫ワクチン、ＭＧＶ
ガングリオシド結合体ワクチン、Ｈｅｒ２／ｎｅｕ、オバレックス、Ｍ－Ｖａｘ、Ｏ－Ｖ
ａｘ、Ｌ－Ｖａｘ、ＳＴｎ－ＫＨＬセラトープ、ＢＬＰ２５（ＭＵＣ－１）、リポソーム
のイディオタイプのワクチン、メラシン、ペプチド抗原ワクチン、毒素／抗原ワクチン、
ＭＶＡベースのワクチン、ＰＡＣＩＳ、ＢＣＧワクチン、ＴＡ－ＨＰＶ、ＴＡ－ＣＩＮ、
ＤＩＳＣ－ウイルスおよびＩｍｍｕＣｙｓｔ／ＴｈｅｒａＣｙｓ、
からなる群より選択される、医薬。
　　【請求項４４】　キットであって、該キットは、以下：
少なくとも２つの容器を備えるパッケージ、
免疫刺激性核酸を格納する第１容器、
細胞表面抗原に特異的な抗体を格納する第２容器、および
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該免疫刺激性核酸が該細胞表面抗原の発現を上方制御するか否かを決定するために細胞を
スクリーニングするための指示書、
を備える、キット。
　　【請求項４５】　請求項４４に記載のキットであって、ここで、前記抗体が、抗ＣＤ
２０抗体、抗ＣＤ１９抗体、および抗ＣＤ２２抗体からなる群より選択される、キット。
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